
事業概要
（400字以内）

・本事業は、川崎市中央部の東西を横断する市内延長約5.7㎞の幹線道路である都市計画道路丸子中山
茅ケ崎線のうち、高津区千年地先に位置する延長約0.7㎞の蟻山坂工区における道路拡幅事業である。
本路線は、古くは武蔵国と相模国を結ぶ街道として鎌倉・室町時代に中原街道として成立し、徳川家康が
最初に江戸に入国した際に利用したとされるなど、関東の交易を支える主要な街道として発展してきた。
・本路線は、第1次緊急輸送道路であることから、現道拡幅に併せ電線共同溝を整備することにより、災害
時の緊急車両などの通行確保など地域防災力の向上に寄与するとともに、歩道および自転車通行帯を設
置することで、車両・自転車・歩行者の通行が分離され、通学児童の安全性の向上が図られたものである。
・併せて、本路線には土砂災害防止法による土砂災害警戒区域に指定されている区間が存在しているこ
とから、法面防護（擁壁）による対策も実施したものである。

事業規模

事業延長（㎞） 約０．７㎞

幅員（ｍ） １５～１６m

事業期間（和暦） 平成１７年～令和２年

事 業 費（億円） 約２８億円

ＵＲＬ https://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000105849.html
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応募No. ３

事業主体 川崎市 事業箇所 神奈川県川崎市高津区千年地先

応募者名 川崎市建設緑政局

ふ り が な
事業名称

としけいかくどうろ まるこなかやまちがさきせん（ありやまざかこうく）

都市計画道路 丸子中山茅ケ崎線（蟻山坂工区）

事 業 概 要
（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）
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（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



都市計画図(用途地域図)
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川崎都市計画総括図

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）
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路線全体の進捗状況
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都市計画道路丸子中山茅ケ崎線（蟻山坂工区）
延長（整備済区間）L=661m W=15～16m

千年
交差点

能満寺
交差点

凡例

今回応募区間

施行済区間（完成区間）

未施行区間

国指定史跡
橘樹官衙遺跡群

影向寺

能満寺

千年神社

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）
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写真①

写真② 写真③

凡例

事業前
事業後（計画）

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



縦断図・横断図

6第 回全国街路事業コンクール応募資料 様式１34

横 断 図 事 業 前

道路区域 約11.0m

有効幅員 約8.0m

事 業 後

千年交差点
能満寺交差点

凡例

現況高さ
計画高さ

- 0.47ｍ + 0.01ｍ + 2.39ｍ + 0.31ｍ - 0.47ｍ

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



7

写真①

写真②
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事 業 前 写 真 事 業 後 写 真

写真③

整備前

整備後

整備前
整備後

整備前
整備後

法面防護（擁壁）

法面防護（擁壁）

自転車通行帯・歩道 整備

右折レーン整備

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



事業効果アピール資料
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至 溝ノ口駅

至 川崎駅

至 東京都

至 横浜市

付加車線
約35m

取付道路 処理

（１）千年交差点の渋滞軽減

至 溝ノ口駅

至 川崎駅

至 東京都

至 横浜市

蟻山坂工区
施工範囲
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整備前 整備後

滞留長 650ｍ

300ｍ

渋滞長 550ｍ

90ｍ

（ｍ） 調査対象：横浜市方面から千年交差点（ピーク時間：朝7時）

【整備後】【整備前】

取付道路からの流入

右折待ち車両に
よる滞留

取付道路の交差処理（一方通行化）
右折専用レーンの設置（延長L=約35ｍ）
両側歩道の設置（幅員W=3ｍ）

⇒交差点に起因する渋滞の軽減により、
輸送の速達性・定時性が向上し、地域
の経済活動に貢献

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）
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（２）歩行者・自転車の安全性向上

事業効果アピール資料

歩行者・自転車・車両が
輻輳し、危険な状況

整備前 整備後

自転車レーン1.5ｍ 歩道3.0ｍ

両側歩道の設置（幅員W=3ｍ）
横断防止柵などの安全対策
自転車専用通行帯の設置

（幅員Ｗ=1.5m）

⇒通学児童などの歩行者や、
自転車の通行性・安全性を向上

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



苦労や工夫等アピール資料
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蟻山坂工区は切通し形状となっているため、道路拡幅に際しては、地域の生活道路となっている
取付道路との高低差の処理が課題となっていた。そこで、周辺取付道路にあわせて計画高を最大で
約２．４ｍ嵩上げする工法を採用した。施工は、バス路線である本線を供用しながらの段階的な盛
土による嵩上げとし、嵩上げにより生じた40箇所におよぶ隣接宅地との高低差について、住民に
対して丁寧な説明により理解を得ることで、無事に工事を完成することができた。

◆周辺の標高（地形）

◆拡幅前 発生する高低差＋ －

③ ② ①
④

⑤
⑥⑦

道路区域 約11.0m

有効幅員 約8.0m

計画幅員 15.0m

既存高さで拡幅すると・・

取付道路
(市道千年８９号線)

急勾配でNG

周辺宅地への
影響大でNG

◆写真による比較

下末吉台地

多摩丘陵

橘樹官衙遺跡群

蟻山坂工区

拡幅前 拡幅後

国土地理院地図

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）



受賞歴・報道資料
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新聞記事

ＴＶ報道

受賞歴 等

特になし

第 回全国街路事業コンクール応募資料 様式１34

（川崎市：丸子中山茅ケ崎線）
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